
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8100720003MM/20120321

( 科目コード：8100720003MM)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】設計製図
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

樫本 弘

【授業目標・教育方針】
機械における設計は基礎的学問と応用技術を結びつける重要な内容である．機械の設計に必要となる基礎事項を対象
とし，実際に Fortran を用いて設計計算を行う．これにより，機械設計における具体的な考え方を構築できる知識と能
力を養うことを目標とする．具体的には
・方程式の解を題材に Fortran の復習を行う．
・工業力学の問題を題材にして，合力計算や重心位置の計算等について理解し，プログラミングを行う．
・材料力学の問題を題材にして，断面二次モーメントやはりのたわみの計算等について理解し，プログラミングを行
う．
・ベルト伝動の設計を題材にし，設計計算を理解してプログラミングを行う．
・ばねの設計を題材にし，設計計算を理解してプログラミングを行う．
・ばね緩衝器を題材にし，設計計算を理解してプログラミングを行う．

【授業概要】
機械設計で必要となる複雑な計算をプログラム言語である Fortran を用いてプログラミングし，結果を得られるように
する．最初，設計計算に必要な「基礎理論」を解説し，それに沿ったプログラムを各自で作成する．プログラムは具
体的な「例題」を示し，計算の流れを把握し，そのプロセスを理解する．さらに「演習問題」に取り組み独自のプロ
グラムを作成していく．「演習問題」はあくまでも機械設計を対象にしているが，サンプルプログラムもしくは学生が
作成したプログラムのリストを示し，Fortran でプログラムする際の注意点なども随時解説する．
授業は情報処理教育センターの第１演習室で行う．２年生の後期から履修している「情報処理 I」については良く理解
している必要がある．また，他人のプログラムをコピーすることは厳禁である．

【教科書・教材・参考書 等】
必要に応じて資料を用意するが，２年生の「情報処理 I」で使用していた教科書 ,，ノートとポケットコンピュータは
毎回持参すること．また，主題によっては「工業力学」や「材料力学」の教科書も必要になるので，授業中の指示に
従うこと．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
情報処理教育センターの演習室に設置のプロジェクタを用い，教師用端末の画面や書画カメラからの画像をスクリー
ンに投影して解説する．

【備考】
通年 3 単位のため，前期は週 1 回，後期は週 2 回の授業になる．
課題の数は変更になる可能性があり，それによって下記の成績評価の割合を変更する場合がある．

【成績評価方法】
［前期］前期のみの成績評価は行わない．学年末に総合的に評価する．
［後期］授業中の取り組み方や積極性により　　　40%
　　　 提出物の内容，期限，完成度により　　　60%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：設計製図）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 Fortran 復習
( 方程式の解を題材 )

簡単な Fortran プログラムの作成，
一次方程式の解，二次方程式の解

2 Fortran 復習 同上
3 Fortran 復習 同上
4 Fortran 復習 同上 課題
5 合力

( 工業力学の問題を題材 )
１点に複数の力が作用した場合の合力計算

6 合力 同上
7 合力 同上
8 合力 同上
9 合力 同上 課題
10 図心

( 工業力学の問題を題材 )
長方形，三角形，円などの重心 ( 図心 ) 位置の計算

11 図心 同上
12 図心 同上
13 図心 同上
14 図心 同上 課題
15 はり

( 材料力学の問題を題材 )
断面二次モーメントの計算

16 はり 同上
17 はり はりの曲げモーメントと応力の計算
18 はり 同上
19 はり はりのたわみの計算
20 はり 同上
21 はり 同上
22 はり 同上 課題
23 ベルト ベルト伝動の計算
24 ベルト 同上
25 ベルト 同上
26 ベルト 同上
27 ベルト 同上 課題
28 ばね (1) 圧縮円筒コイルばねのばね指数の計算，

強度計算と線材の選定
29 ばね (1) 同上
30 ばね (1) 同上
31 ばね (1) 同上
32 ばね (1) 同上 課題
33 ばね (2) ねじりコイルばねのばね指数の計算，

強度計算と線材の選定
34 ばね (2) 同上
35 ばね (2) 同上
36 ばね (2) 同上
37 ばね (2) 同上 課題
38 ばね緩衝器 (1) 衝程，緩衝効率，初期たわみの計算
39 ばね緩衝器 (1) 同上
40 ばね緩衝器 (1) 同上 課題
41 ばね緩衝器 (2) 緩衝器の設計，設計計算書の作成
42 ばね緩衝器 (2) 同上
43 ばね緩衝器 (2) 同上
44 ばね緩衝器 (2) 同上
45 ばね緩衝器 (2) 同上 課題
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